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脱炭素に向けた ZEB 

 
 
■ZEB とは？ 

Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビ

ル）の略称で、「ゼブ」と呼びます。快適な室内環境を実

現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの

収支をゼロにすることを目指した建物のことです。 

建物の中では人が活動しているため、エネルギー消

費量を完全にゼロにすることはできませんが、省エネに

よって使うエネルギーを減らし、創エネによって使う分の

エネルギーをつくることで、エネルギー消費量を正味（ネ

ット）でゼロにすることができます。 

 

■なぜ ZEB が必要なの？ 

地球温暖化対策やエネルギー需給の安定化のため、

エネルギー消費量を減らすことが必要とされています。

特に、業務部門（事務所ビル、商業施設などの建物）で

の最終エネルギー消費量は、2018 年度のデータでは日

本全体の約 16.1%を占めており、1990 年度の約 12.6%と

比較して増加しています。 

そのため、建物でのエネルギー消費量を大きく減らす

ことができる ZEB の普及が求められています。 

■ZEB のメリットってなに？ 

ZEB には、エネルギー消費量が削減できること以外に

も様々なメリットがあります。具体的には、大きく以下の 4

点が ZEB のメリットとして挙げられます。 

・光熱費の削減 

・快適性・生産性の向上 

・不動産価値の向上 

・事業継続性の向上 

建物の関係者には、オーナー、働く人、訪れる人など、

さまざまな立場の人がいます。その立場によって得られ

るメリットは異なるものの全ての人々に対して ZEB のメリ

ットは存在しています。 
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そのため、ZEB を実現・普及させるためには、各立場の

人々が自らのメリットを理解した上で協力していくことが

必要です。 

■建物で使われている エネルギーって 

どんなもの？ 

私たちが仕事や生活をするために、建物では様々な

エネルギーが使われています。発電所などから送られて

きた電気やガス、熱といったエネルギーを、空調、換気、

照明、給湯、エレベーター、OA 機器などの形で消費し

ています。 

建物で使うエネルギーをできるだけ減らし、できるだけ

自分の建物でエネルギーをつくることで、ZEB に近づけ

ていくことができます。 
（※OA 機器等のエネルギー消費量は ZEB の計算からは除外されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゼロエネルギー化って本当にできるの？ 

建物のエネルギー消費量をゼロにするには、大幅な省

エネルギーと、大量の創エネルギーが必要です。そこで、

ゼロエネルギーの達成状況に応じて、4 段階の ZEB シリ

ーズが定義されています。 

●『ZEB』（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ゼブ）） 

省エネ（50%以上）＋創エネで 100%以上の一次エネル

ギー消費量の削減を実現している建物 

●Nearly ZEB（ニアリー・ネット・ゼロ・エネルギー・ビル 

（ニアリー ゼブ）） 

●ZEB Ready（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル・レディ 

（ゼブ レディ）） 

省エネで基準一次エネルギー消費量から 50%以上の

一次エネルギー消費量の削減を実現している建物 

●ZEB Oriented（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル・オリエン

テッド） 

延べ面積 10000 ㎡以上で省エネで用途ごとに規定し

た一次エネルギー消費量の削減量を実現し、更なる省

エネに向けた未評価技術（WEBPRO において現時点で

評価されていない技術）を導入している建物 

※1 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律に基づくエネルギ 

ー消費性能基準 

※2 未評価技術は公益社団法人空気調和・衛生工学会において省エネ

ルギー効果が高いと見込まれ、公表されたものを対象とする。 

*事務所等、学校等、工場等：40%、ホテル等、病院等、百貨店等、飲食店

等、集会所等：30% 

前述の「ZEB のメリットってなに？」で紹介したメリットは、

『ZEB』だけではなく、Nearly ZEB や ZEB Ready、ZEB 

Oriented にも該当するものであるため、100%の一次エネ

ルギー消費量の削減が難しい場合でも、ZEB シリーズと

して実現を目指していくことが必要です。 

■どうやったら ZEB がつくれるの？ 

建物のエネルギー消費量を減らすためのさまざまな

技術を適切に組み合わせて導入することで、ZEBを実現

することができます。 

この ZEB を実現するための技術は、消費するエネル

ギーを減らすための技術（省エネ技術）とエネルギーを

創るための技術（創エネ技術）に分けられます。 

実際に ZEB を実現する場合には、 

①パッシブ技術によってエネルギーの需要を減らし、 

②どうしても必要となる需要についてはアクティブ技術に

よってエネルギーを無駄なく使用し、 

③そのエネルギーを創エネ技術によって賄う 

といったステップで検討することが重要です。 

また、建物の運用段階では、どこにエネルギーの無駄

が発生しているか、どのように効率的に設備を運用する

かなど、エネルギーをマネジメントする技術（エネマネ技

術）も重要です。このエネマネ技術によって継続的なエ

ネルギー消費量の削減を図ることができます。 

このような省エネ技術・創エネ技術・エネマネ技術を

導入するためにはもちろん初期投資が必要になりますが、

ZEB を実現するような建物に対しては、国による補助事

業が実施されています。 

出典：環境省ゼブ・ポータル 

(https://www.env.go.jp/earth/zeb/index.html) 
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◆◆ワンポイントアドバイス◆◆ 

状況に応じた目標設定を 

エネルギー削減率による定義 

① ZEB    ：100%以上減 

② Nearly ZEB： 75%以上減 

③ ZEB Ready： 50%以上減 

※その他、延べ面積 10,000 ㎡以上のビル対象 

に ZEB Oriented という定義があります。 

https://www.env.go.jp/earth/zeb/index.html
http://www.ginza-birueneken.com

